
１．はじめに

本工事は、圏央道八王子南インターチェンジの

新設に伴う橋梁下部工事です。その中の１基とし

て橋脚基礎の深礎杭施工について留意した点を記

述します。

工事概要

�工 事 名：圏央道八王子南IC下部（その７）工事
�発 注 者：国土交通省 関東地方整備局 相武

国道事務所

�工事場所：東京都八王子市南浅川町地内
�工 期：平成１９年３月１日～平成２０年３月３１日

�工事内容：橋台工２基、橋脚工２基、深礎杭（φ

６．０ｍ・Ｈ＝１０．５ｍ）１本

場所打杭（φ１．０ｍ・Ｈ＝８．６ｍ）１６本、軽量盛土

２，２００ｍ３

２．現場における課題・問題点及び対
策

�安全管理
今回深礎杭の施工を行うに当り、深さが１０．５ｍ

あることから、真先に思った事が小さなミスでも

重大災害に繋がるということです。そこで施工計

画を起てるに当り、まず安全第一を優先しまた。

ひとつに、最近現場の作業員の安全管理は確実

に行っているが当の本人（現場監督）が労働災害

に遭うという事例を良く聞きます。そこで本現場

で行ったのが、ノンプリズム光波測距機による日

常管理です。これは従来、計測したい場所に人が

行きミラーを持ち計るというものですが、事前に

反射シート（ミラーの代用）を張っておけば現地

の危険な場所まで人が行くことなく、安全な場所

から常に計測できるという物です。これにより、

深礎杭掘削によるなんらかの影響が周辺地盤に及

び、杭に影響を及ぼしていないかを常に安全な場

所から計測する事ができました。

写真―１ 反射シート設置
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写真―２ 反射シート設置

次に深礎杭がＨ＝１０．５ｍあることから内空の変

位にも注意しなければなりませんでした。深礎杭

掘削が進み深くなるにつれ土圧が掛かり内空変位

をおこし、酷い場合は土留めとなっているライ

ナープレートが崩壊し重大災害に繋がる恐れがあ

るからです。そこで当現場にて行ったのが、ライ

ナープレート天端にレーザービームを据付、変位

を計測するというものです。通常は下げ振り等を

利用し鉛直度を測定するのですが、この場合だと

風、振動等の影響で常に同じ数値を測定するのは

困難です。ここで、上記にあるようにレーザービー

ムを使用することにより風、振動等の影響を受け

ることなく常に正確な数値を把握できるようにな

りました。

写真―３ レーザービーム設置

では、この測定の結果を観てどのような状態の

時に作業を中断、また中止するのかの判断基準を

設けるかが重要となってきました。ここで私たち

は管理レベルを３段階に分け管理をすることにし

ました。

表―１ 管理基準の目安値
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当現場は、地質ボーリングデータ等から軟岩ま

たは、中硬岩と判断できましたが、安全率を考え

硬岩の基準値を採用しました。この判断基準を確

立させることにより、誰が計測しても危険か否か

すぐに判定でき常に安全に作業が進めることがで

きました。

�品質管理
品質管理として深礎杭は、コンクリート打設後、

中にクラック等が発生しているか確認できないと

いうことがあります。そのため事前に温度応力解

析を行う必要がありました。通常、温度解析とい

うと２次元にて行い表面にクラック等が発生をし

ていないかを確認するものですが、当現場におい

てはこれを３次元で行いコンクリート内部の状況

まで把握できるような解析を行いました。

図―２ ３次元による温度応力解析

３．おわりに

私にとって橋梁下部工事は、初めての経験で何

から手を付けて良いかも解からず不安でいっぱい

でした。しかし、施工計画、工事施工を行ってい

るうちに初めてなだけに得るものは多く、私自身

成長できた現場のひとつでした。

写真―４ 完成（D１P２橋脚）

写真―５ 完成（BP４橋脚）

図―１ 地山の変形モード
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